
令和６年度　熊本県立人吉高等学校　五木分校　シラバス

教科 科目（単位数） 学年 １年 類型 普通科

学習

目標

期間 評価方法

【１学期】

４月

～

５月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【１学期】

６月

～

７月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【１学期】

７月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

【２学期】

９月

～

１０月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【２学期】

１１月

～

１２月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【２学期】

１２月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

【３学期】

１月

～

２月

知：定期考査

　　日々の演習

思：定期考査

主：日々の演習

【３学期】

３月

知：レポート

思：レポート

主：レポート

・基礎的な計算問題に粘り強く取り組

むことができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を

深めることができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこ

とができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を

深めることができる。

・身のまわりの事象に数学が利用でき

ることで，数学のよさを認識すること

ができる。

・他人と協働して課題を解決しようと

することができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこ

とができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を

深めることができる。

・身のまわりの事象に数学が利用でき

ることで，数学のよさを認識すること

ができる。

・他人と協働して課題を解決しようと

することができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこ

とができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を

深めることができる。

・第１章，第２章で学習した用語や公

式を利用することができる。

・第１章，第２章で学習した例題を解

くことができる。

・鋭角や鈍角の有名角について，三角

比の値を求めることができる。

・三角比の相互関係や正弦定理・余弦

定理を利用することができる。

・階級や中央値，四分位範囲などの用

語の意味を理解できる。

・分散や標準偏差，相関係数の値を求

めることができる。

・第５章で学習した用語や公式を利用

することができる。

・第５章で学習した例題を解くことが

できる。

・身のまわりにあるデータから，その

特徴を捉え，適切な手法を利用して分

析することができる。

・仮説検定の手法を身のまわりの事象

に活用することができる。

・身のまわりの事象を，数学を利用し

て適切に表現し，問題を解決しようと

することができる。

・問題の解決に向けて，筋道立てて説

明することができる。

評価について

教科書：「 最新 数学Ⅰ 」（数研出版）

①定期考査：主に「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評価する。

②提出物（日々の演習）：主に「知識・技能」「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

③レポート（課題学習）：主に「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」を評価する。

＊各単元における評価方法は，上記の「評価方法」の通りである。

数学Ⅰ

　第５章　データの分析

数学Ⅰ

　第５章　データの分析

　　　　　～課題学習～

学習方法

授業では，教科書の内容と例題を教師と対話しながら学習し，その後練習問題を解く。

家庭では，授業で扱った問題を数値を変えて演習し，復習型の学習に取り組む。

各学期末には，扱った内容に関連した「課題学習」に取り組むことで，数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度や創造性の基礎を養う。

使用教材

（教科書・副教材）

数学Ⅰ

　第１章　数と式

　第２章　集合と命題

　　　　　～課題学習～

数学Ⅰ

　第４章　図形と計量

数学Ⅰ（４）

評価基準【知識・技能】 評価基準【思考・判断・表現】

数学

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１）数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

（２）命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的

に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象などから設定した問題について、

データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

（３）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評

価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元（学習内容）

数学Ⅰ

　第１章　数と式

数学Ⅰ

　第２章　集合と命題

評価基準【主体的に学習に取り組む態度】

・単項式や実数，絶対値などの用語の

意味を理解できる。

・公式を利用した展開や因数分解，基

礎的な根号の計算や一次不等式の解を

求めることができる。

・集合や要素などの用語，∈や⊂など

の数学記号の意味を理解できる。

・命題とはどのような文や式か理解で

き，仮定と結論を命題から選択するこ

とができる。

・複雑な式でも工夫することで，展開

や因数分解ができる。

・１次不等式を，身のまわりの事象に

利用することができる。

・命題の真偽を判断し，必要条件や十

分条件を見抜くことができる。

・対偶を利用したり，背理法を用いた

りして，命題の真偽を証明することが

できる。

・身のまわりの事象を，数学を利用し

て適切に表現し，問題を解決しようと

することができる。

・問題の解決に向けて，筋道立てて説

明することができる。

数学Ⅰ

　第３章　２次関数

　第４章　図形と計量

　　　　　～課題学習～

・第３章，第４章で学習した用語や公

式を利用することができる。

・第３章，第４章で学習した例題を解

くことができる。

・身のまわりの事象を，数学を利用し

て適切に表現し，問題を解決しようと

することができる。

・問題の解決に向けて，筋道立てて説

明することができる。

・身のまわりの事象に数学が利用でき

ることで，数学のよさを認識すること

ができる。

・他人と協働して課題を解決しようと

することができる。

数学Ⅰ

　第３章　２次関数

・平方完成を利用して，様々な２次関

数のグラフをかくことができる。

・２次関数のグラフを利用して，２次

不等式を解くことができる。

・２次関数のグラフを利用して，最大

値や最小値を判断することができる。

・２次不等式を，身のまわりの事象に

利用することができる。

・基礎的な問題に粘り強く取り組むこ

とができる。

・問題解決の過程を振り返り，考察を

深めることができる。

・三角比の相互関係や正弦定理・余弦

定理の成り立ちを説明することができ

る。

・三角比を，測量などの身のまわりの

事象に利用することができる。


